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 12．ことばと病理

            （第2病理）梶田  昭

 1。病理学，pathology，παθoλoγ‘αこと始め

 初出はGalenos（C．G． KUhnθ4． Opera Omnia． Bd，

14，pp，689－690）

 Ferne1． J，：Medicina，（1554）． Universa medicina．

（1567）．

 この本はPhysiologia， Pathologia， Therapeutice

の3部から成る．げ．Sherrington， C．：The endeav－

ours of Jean Fernel． Cambridge，1946．

・φりσ‘ζ十λoγoぐ→φ写σ乙。λoγ‘α （physiologia）

・παθo～・十λoγoT→παθoλoγ己α （pathologia）

φッσ‘⊆，παθoT，λoγoCはラテン語のnatura， passio，

ratioで，中世にはπαθoλoγ齪を舷ガ。ヵσs∫ガ。廟と称

した．

 passioはpatiorに由来する．παθoζの原形πα朔ω

と共に，to sufferという意味である．

 2．病理学の方法

 パトスという現象を扱う理法（ロゴス）として二つ

の流れがあった．

  0翅θ醐yガ吻。磁窺彦σ魏名6（ゾ砺so名ゴ6γ勿9

 ργooθ5s丞漉α≠膨。痂ゆ漉660η勧％α（ヅ幼α66

 ση6海亀6ωノ漉加雇漉”6α箔6S％γ70％η4ε4加’O

 S¢9解6ηなSO〃3α渉麗α76力名661ゆOSα1’0’1Z勿々（ゾ

 漉6θ％麗ア。η窺θ園部ooηsガ5彦勿9（ゾθ備’肱窺ろ6駕

 げ∫のαη陀漉勿郡ろθ10η9勿9’oπα吻646伽s6s，

 劒6≠o’ん勿ん（ゾ〃zθカαss㎎6（ゾ’鋤6αs 60ηsゑ5勧8

 σ s8卿θη66s こゾ sφα耀ホ6 6び6ηお．（Leach， E．：

 L6vi－Strauss． p．21）

 1）病気をその特徴によってidentifyし，名付けし，

これを分けたりまとめたりする．カタログ（κατα

一λoγoのを作っておいて，未知のものをそのどれかに

入れることによって理解するのである．言（こと）分

けである．18世紀に流行してnosology（レ。σo⊆は病気）

といった．ドイツ語のKrankheitslehreに当る．病気

の実在性は一般に前提とされている．

 2）還元reduction（％一4％66％＝to bring back）．対

象を細かく分けていってこれ以上分けられないものに

達する．これは言分けに対する身分けであって，分割

の最：小単位がindividuumであり， atom（々τoμoので

ある．

 individuum：inは否定． divideできないものの意．

divido＝de （apart）十＊uidere （to separate）．

 々τoμoζはτεμレω（to cut， Lat、∫召ω）に由来．凌一は

否定で分割の果てにあるものを指す．

 IndividuumとAtomとはGehalt（denotation）をま同

じでもInhalt（connotation）カ～違う（Virchow）．ア

トムとは本来分けられないもの，思考の上でも分けら

れないものであり，Individuumは分けるとその本質が

失われるもの．Virchowにとっては細胞がIn－

dividuumであった．

 Organismは還元の零点だが，しょせん軸の上の相

対的な一点ともいえる．

 1）はPlatonic，2）Aristotelianである．

 3．細胞病理学

 “病理学は，医学上の難問を究極的に解明するもの

ではなく，これらの難問を解明する上での重要な問題

点を提供するものと考えるべきである”（吉田富三），

 0解窺s66〃ぬα6ε自席一このことを証明するため

にVirchowは，しかしもう少し多くのことを貢献した

ようである，

 1）体のどこを見ても細胞から成っており，結合組織

も例外ではない．

 2）細胞の新生はつねに結合組織に由来する．

 3）したがって細胞の新生は細胞に由来する．

 このVirchowの三段論法の中でmiddle concept

（媒概念）になっている結合組織は，19世紀前半の生物

学の舞台廻しをつとめたtissu cellulaireである．

 中胚葉機能は生理学で軽視されたこともあり，また

そのプロセスが緩慢で形態としてとらえやすいことも

あって，病理学の伝統的なテーマとされてきたもので，

Virchowも例外ではなかった． Metchnikoffが中胚葉

の消化作用，その発生学的な根拠を明らかにするに及

んで，炎症論は感染を扱う方法になりえたのである．

 胃がスープを消化するように，肺は空気を消化する．

Paracelsusはこの文章を鉱夫病Bergsuchtの中で書

いた．肺でおこるのはガス交換，と生理学は教える。

敵対者の無い場合，生体と環境との全き調和を古代人

はとρω《と呼んだ，しかし，肺に異物が訪れた場合，間

葉はこれを処理して6μo一στα醜dhomo－stasis）を維

持する（々γαπη）．

 pathos／passioを媒介として始めてphysis／natura

の認識は完結する．
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